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19．安静時および運動負荷時の心筋脂肪酸代謝：1231－

　　BMIPP経時的心筋SPECTによる検討

野村　新之　　竹田　　寛　　松村　　要

北野外紀雄　　中川　　毅　　（三重大・放）

　正常人16例において安静時および運動負荷の経時

的i231－BMIPP　SPECTを施行し，　wash・out・ratio（WR）と

運動負荷量との関係について比較検討した．group　A

（11例）は軽度および最大運動負荷後の左室壁のWR

を算出した．group　B（5例）は最大運動負荷のみとし

同様にWRを算出した．軽度および最大運動負荷と

もに負荷量が増えるにしたがいWRは増大し，一定

の負荷量までは有意な相関関係を示した．一方，Net

double　prOductが300（×103　mmHg／min）以上の運動負

荷を与えるとそれ以上のWRの増加はみられなかっ

た．ヒト正常心筋においてBMIPPは心仕事量に応じ

て代謝されていると考えられ，それが十分な変化を

示すほどの運動負荷を与えた上で虚血等の病変部を

評価する必要があると思われた．

21．組織型別の，悪性リンパ腫への67Ga・citrate集積

　　に関する検討
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　非ポジキンリンパ腫の患者40名を対象にして，治

療開始前の67Gaシンチグラフィの集積結果と病理分

類Working　Formation（WF）改訂版との関連性につい

て検討した．Follicular　typeがDiffuse　typeに比して低

い傾向を示し，特にWF分類で10w　gradeに属する

follicular・small・cleaved・sellとfollicular　mixedの集積率

が低下していた．またCT画像上の病巣の大きさと，

67Ga－citrate集積の強さとの関係も検討したが，いずれ

の組織型でも両者の間に関連性は見られなかった．

20．mln・白血球シンチにて集積を認めた術後膿瘍の

　　2例
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　Thakurらによって開発された1111n標識白血球によ

る炎症シンチグラフィが炎症巣の描出に，より特異

的な検査であるとして用いられるようになってき

た．今回われわれは術後発熱が持続し画像上膿瘍が

疑われたが，肺炎や胆道感染等の合併も否定し得な

かった症例に炎症シンチグラフィを施行し，炎症巣

の描出ができ，臨床的に有用であったと考えられた

ため，若干の文献的考察を加えて報告した．

22．ヨード大量療法における小核試験を用いたリン

　　パ球の放射線障害に関する検討
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　放射線の影響を評価するために，小核試験を用い

てリンパ球の放射性組織障害を検討した．甲状腺分

化癌と診断された術後患者25名である．1311（3．7GBq）

投与前および投与後1週間に患者より採血，小核試験

を施行した．投与後3か月以上経過した3名より採

血し，in・vitroで照射を行いin　vivoでの照射量を推定

した．二核細胞500個当たりの小核細胞数は，ヨード

投与前では5．4±1．4（平均±標準偏差），1週間後15．7

±2．7で有意の増加を認めたが，軽度であった．In

vitro照射で得られた値より，in　vivoでの照射量は約

0．5Gy程度と推定された．放射性ヨード大量療法にお

けるリンパ球への放射線の影響は小さいと考えられ

た．
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